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横断的診療⑦　女性アスリートの抱える問題と対策

　齊藤　能瀬先生は、女性アスリート
に着目して、診療あるいはいろいろな
活動を行っていますが、どういった点
が彼女たちの問題となっているのでし
ょうか。
　能瀬　大きく分けると無月経の問題
と、月経は規則的にきていても、例え
ば月経痛がつらいとか、月経前に主に
ホルモンの変動によって様々な体調の
不良が出るような月経前症候群（PMS）
の問題などで相談に来る選手が多いで
す。無月経と月経随伴症状の問題との
２つに分かれると思います。
　齊藤　無月経は、長い目で見れば困
るのですが、当座は都合がいいみたい
な点もあるかと想像します。一方、月
経痛の方は困りますね。この辺につい
ては、どのようなことをされるのです
か。
　能瀬　トップ選手でも月経痛が辛く
て、試合を棄権してしまうような方も
中にはいます。月経痛が日常生活に支
障を与えることを月経困難症と私たち
は言っていますが、月経困難症が強く

てコンディションに影響が出る選手に
対しては、例えば低用量ピルやプロゲ
スチン製剤といったホルモン製剤を使
って治療することが多いです。
　齊藤　そういった治療でその症状を
取っていくのでしょうか。
　能瀬　症状を取るだけでなく、アス
リートの場合は試合また合宿などに月
経が重ならないように対策を取りたい
という選手が多いので、治療しながら
かつ試合に月経が当たらないようにコ
ントロールする、月経周期を調節する
という目的も兼ねて行っています。
　齊藤　NSAIDsはいかがですか。
　能瀬　そうですね。鎮痛剤を服用し
ていても、なかなかコントロールがで
きない方にはもちろんホルモン療法を
勧めますし、アスリートに限ったこと
ではありませんが、月経痛が強い方は、
将来不妊症の原因となる子宮内膜症の
リスクが高いといわれています。10代
から月経困難症が強い方は、子宮内膜
症がみられることも報告されているの
で、低用量ピルなどのホルモン療法は

月経痛を緩和するだけではなく、将来
の子宮内膜症の病気のリスクを低下さ
せるという目的もあります。鎮痛剤だ
けでの対応ではなくて、将来の女性の
健康ということも考えて、最近では10
代から対策を取るような女性も多いで
すね。
　齊藤　なるほど。低用量ピルという
と一般のかかりつけ医はちょっと慣れ
ないと思うのですが、まずは専門医に
診ていただいて、そこから逆紹介とい
う流れになりますか。
　能瀬　そうですね。禁忌事項や慎重
投与を考慮する必要があるので、まず
は産婦人科を受診して、可能であれば
きちんと超音波等で子宮卵巣のチェッ

クをしていただいた上で処方する。慣
れてきたら、処方経験のある内科医と
連携する産婦人科医もいるようです。
ただ、そういったケースでも年１回は、
産婦人科で一応検診も兼ねてチェック
していただいたほうがいいと思います。
　齊藤　それから過多月経の貧血に関
してはどういう対策をしますか。
　能瀬　アスリートの場合、例えばメ
ディカルチェックなどで貧血を指摘さ
れて、年中鉄剤を飲んでいるような選
手はけっこういますが、貧血の原因が
経血の量が多い過多月経である場合に
は、鉄剤を服用しても一時的に貧血が
改善するだけで、次の月経でまた貧血
になってしまうのを繰り返すだけで、

日常臨床にひそむ内分泌疾患と最近の話題（Ⅹ）
図　女性アスリートの三主徴（Female Athlete Triad：Triad）

Mallinson J et al., Int J Womens Health, 2014, 6 : 451-467.
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根本的な治療にはなりません。ホルモ
ン製剤を使って経血の量を少なく、ま
たは月経の回数を少なくしてあげるこ
とで、貧血を改善するという治療をし
ていきます。ですので、貧血がある場
合には経血の量を確認する必要があり
ます。なかなか他人との比較が難しい
と思うのですが、例えば500円玉ぐら
いのレバー状の塊が出ていないかなど
を簡単に問診して、過多月経がありそ
うであれば、一度産婦人科の受診を勧
めていただくのがいいと思います。
　齊藤　注射の鉄製剤を使う医師もい
るようですが、これは避けたほうがい
いですね。
　能瀬　そうですね。重症貧血でなけ
れば、アスリートでは原則内服での治
療をお勧めします。
　齊藤　これは血管の外に漏れると色
がとれないので困っている方がいると
聞いており、注射製剤についてはとて
も慎重に使ったほうがいいのではない
かと思っています。次に先ほどの無月
経の問題になりますが、この機序はど
うなりますか。
　能瀬　無月経の原因も様々あります
が、アスリートに多い無月経の原因と
しては、運動量に対して食事量が少な
いことによって体が相対的にエネルギ
ー不足になり、それによって視床下部
からのホルモン分泌の低下が起こり、
視床下部性無月経になるといわれてい
ます。

　齊藤　エネルギーのバランスを取る
ということなのでしょうが、運動の種
目によって対策は違ってきますか。
　能瀬　そうですね。無月経は新体操
や体操、フィギュアスケートといった
ような審美系の競技や、陸上長距離と
いったような持久系の競技の選手で多
いのですが、無月経になる機序、つま
り、エネルギー不足になる機序は少し
異なっています。審美系の競技の選手
たちはどちらかというと食事の量が少
ないことによってエネルギー不足にな
るケースが多いですし、陸上の長距離
選手は食べてはいるのですが、エネル
ギー消費量が多くてエネルギー摂取量
が追いついていないというケースが多
いです。なかなかエネルギー消費量、
摂取量を調査することは難しいですが、
できれば運動量に対して食事量が追い
ついているかを調査して、こういった
選手たちは、明らかに糖質の摂取量が
少ないことが明らかになっていますの
で、糖質を中心にエネルギー摂取量を
増やすという指導を行っていきます。
　齊藤　審美系競技の選手は、美的な
問題ですから、その辺はなかなか嫌が
る方が多いのではないですか。
　能瀬　そうですね。やはりエネルギ
ー不足を改善する、つまり食事量を少
し増やすという指導をすると体重が増
える、体脂肪率が増えると思って、な
かなか治療に踏み込まないという選手
も以前はけっこういました。最近はこ

ういう無月経の問題が、例えば疲労骨
折などの障害のリスクを高めることが
スポーツ界でも認識されていますので、
抵抗を示す選手は少なくなってきてい
るかと思います。ただ、私たちの調査
でもエネルギー不足を改善するイコー
ル体脂肪率、体重が増えるということ
ではない、というデータもきちんと示
しながら、栄養士と一緒に何を摂取す
るかをきちんと考えて、指導していま
す。
　齊藤　相対的なエネルギー不足でホ
ルモン環境も変わって、無月経になる
のですね。それから骨折問題。有名な
選手が骨折して試合に出られないとい
う話をときどき聞きますね。
　能瀬　無月経になると、卵巣から分
泌されるエストロゲンが低下します。
エストロゲンの低下によって、若い選
手でも骨量が減ってしまう。また、エ
ネルギー不足になると低体重という問
題があります。骨量が増加するには体
重が重要な因子になるので、低体重や
低エストロゲン状態によっては10～20
代でも骨粗鬆症になる選手がいます。
骨粗鬆症になると、疲労骨折のリスク
が高まることが明らかになっています
ので、エネルギー不足の改善は、そう

いった障害予防という点でも重要にな
ってきます。
　齊藤　骨となるとカルシウムについ
てはどうするのですか。
　能瀬　実際にカルシウムが少ない選
手はあまりいませんので、やはり低エ
ストロゲン状態、低体重が大きく影響
しているのかと思います。
　齊藤　すると、やはり根本的にはエ
ネルギーのバランスの適正化というこ
とでしょうかね。
　能瀬　私たちの調査では特に骨が作
られる時期の10代で、長期間、無月経
を経験している選手や低体重がある選
手は、明らかに20歳以降で骨粗鬆症ま
たは低骨量と診断されるリスクが高い
という結果が出ています。
　齊藤　これは、産婦人科系のみなら
ず幅広く内科、小児科等の医師への意
識改革が必要になるのでしょうかね。
　能瀬　やはり、私たち産婦人科医だ
けでは解決できない問題です。摂食障
害の選手もとても多いですので、他科
の医師、栄養士、心療内科、精神科の
医師などいろいろな他職種と連携を取
りながら診療できる体制づくりが今後
も課題だと思っています。
　齊藤　ありがとうございました。
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